
議案第 12 号           

 

小城市重要文化財の指定に係る諮問について  

 

 このことについて、別紙のとおり提出する。  

 

  令和５年 10 月 26 日提出    

 

小城市教育委員会 教育長 大野 敬一郎      

 

提案理由  

小城市文化財保護条例第４条第３項の規定に基づき、小城市文化財保

護審議会に指定について諮問したいので別紙のとおり提出する。  

これが、本議案を提出する理由である。  

 



令和 5 年 10 月 26 日 

 

小城市教育委員会 様 

申請者（住所）小城市小城町松尾 588 番地  

                   （氏名） 宗教法人円明寺 脇山正舜  

 

 

文化財指定申請書 
 

 別紙のとおり申請しますので、文化財として指定下さるようお願いいたしま

す。 

記 

 

木造弥勒仏坐像   １躯 （所有者 円明寺） 

木造阿弥陀如来坐像 １躯 （所有者 円明寺） 

 



小文第        号 

令和 5年  月   日 

 

 

小城市文化財保護審議会 

会長 藤口悦子 様 

 

 

小城市教育委員会 

 

 

小城市重要文化財の指定について（諮問） 

 

時下、貴職におかれましては益々ご健勝のことと存じます。また、日頃から本市

の文化財保護につきましてはご指導とご鞭撻を頂き、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび下記の文化財につきまして小城市文化財保護条例第４条に基づき

小城市重要文化財として指定したいと存じますので、別紙の項目について調査、審

議して頂き、指定にふさわしいものかどうか答申をお願いいたします。 

 

 

 

記 

 

文化財名（所有者及び管理者） 

  

木造弥勒仏坐像   １躯  

木造阿弥陀如来坐像 １躯 （所有者：円明寺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

１ 文化財の種別 

２ 文化財の名称及び員数 

３ 文化財所在の場所 

４ 文化財の所有者又は権原に基づく占有者の氏名又は名称及び住所 

５ 文化財の構造、型式、材質、大きさ、重さ、銘、その他の特徴 

６ 文化財製作の年代 

７ 文化財に関する由来、伝承等 

８ その他参考となるべき事項 

９ 審議会の意見 

10 添付書類 （１）写真、（２）一覧表 





別 紙 

 文化財の概要 

 

１ 文化財の種別 

   彫刻 

 

２ 文化財の名称及び員数 

木造弥勒仏坐像   １躯 

木造阿弥陀如来坐像 １躯 

 

３ 文化財所在の場所 

   小城市小城町松尾 588 番地 円明寺 

 

４ 文化財の所有者又は権原に基づく占有者の氏名又は名称及び住所 

   宗教法人 円明寺  小城市小城町松尾 588 番地 

 

５ 文化財の構造、型式、材質、大きさ、重さ、銘、その他の特徴 

   木造弥勒仏坐像 

寄木造り、像高 84.8cm、像内墨書銘あり  

 

   木造阿弥陀如来坐像 

    寄木造り、像高 86.5 ㎝、像内墨書銘あり 

     

 

６ 文化財製作の年代 

   南北朝時代 

［木造弥勒仏坐像：正平 22（1367）年、木造阿弥陀如来坐像：正平 24（1369）年］  

 

７ 文化財に関する由来、伝承等 

   小城市小城町松尾に所在する霊験山円明寺は、天台宗の寺院である。円明寺には、

木造地蔵菩薩半跏像［佐賀県重要文化財 昭和 58（1983）年 3 月 22 日指定］・木造弥

勒仏坐像・木造阿弥陀如来坐像の三尊を組み合わせとする中世の仏像が祀られている。

これらの仏像には像内墨書銘が確認されており、従来からその内容が千葉氏に関わる

ものであることが指摘されていた。 

   これまでの調査で判読された像内墨書銘からは、木造地蔵菩薩半跏像は、元徳年間

（1329～1332）に千葉胤貞と母明恵により円明寺に安置されたこと、像は「博多筥崎」



（筑前国筥崎）から円明寺に移送されたこと、それ以前は山城国愛宕郡や南都（興福

寺）・北嶺（延暦寺）と関わりがあったこと、などが読み取れる。 

木造弥勒仏坐像、木造阿弥陀如来坐像はともに、千葉（平）胤泰の福寿・息災を祈

念して作成されたもので、年号から当時胤泰が南朝に与していたらしいこともわかる。

また木造阿弥陀如来坐像は、「原胤有」の幽霊との記述もある。原氏は千葉氏被官（家

人）として下総から移住してきた氏族で、「原胤有」は岩蔵寺過去帳にも記載されてい

る人物である。 

さらに木造弥勒仏坐像、木造阿弥陀如来坐像ともに「住持」として「龍峰叟奇才」

なる僧侶の名が、仏師として木造弥勒仏坐像に「僧宗結」、木造阿弥陀如来坐像に「民

部法橋」其の名がみえ、この三尊の成り立ちと千葉氏・原氏との関わりや、千葉氏と

円明寺との関わりを知ることができる。 

 

８ その他参考となるべき事項  

（１） 令和元（2019）年 9 月 8 日に、国立歴史民俗博物館の共同研究による調査の一環

で改めて３躯の調査が行われ、あわせて赤外線写真撮影と肉眼による像内銘の調査

が行われた。 

    この調査によって判読された釈文は参考資料に添付している。 

（２） 木造弥勒仏坐像は、体部を平安時代の古仏を修理し頭部を南北朝時代に造像した

ものとみられる。 

 

９ 参考文献 

・「木造地蔵菩薩像」『小城の歴史』第 29 号（1984）小城郷土史研究会 志佐惲彦 

・『企画展示 中世武士団－地域に生きた武家の領主－』（2022）国立歴史民俗博物館 

 

10 参考資料 

（１）円明寺位置図 

（２）写真 

木造地蔵菩薩半跏像・木造弥勒仏坐像・木造阿弥陀如来坐像 

像内墨書銘 

（３）像内墨書銘 

※（２）・（３）は『企画展示 中世武士団－地域に生きた武家の領主－』に加筆転載  



（１）円明寺位置図

● 円明寺

●



（２）写真



像内墨書銘写真

①木造地蔵菩薩半跏像 ②木造弥勒仏坐像  ➂木造阿弥陀如来坐像



（３）像内墨書銘
①木造地蔵菩薩半跏像



②木造弥勒仏坐像

➂木造阿弥陀如来坐像



（弥勒仏坐像） 

 



（阿弥陀如来坐像） 

 


